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東日本大震災

帰
宅
困
難
者
へ
の
支
援

　

震
災
当
日
の
夜
間
か
ら
翌
朝
に
か

け
、産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と

し
て
帰
宅
困
難
者
７
名
を
受
け
入
れ
。

緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣

　

消
防
庁
長
官
の
要
請
で
、岩
手
県
陸
前

高
田
市
と
福
島
県
へ
消
防
職
員
を
派
遣
。

〔
岩
手
県
〕３
月
11
日
〜
23
日（
救
助
･

検
索
、後
方
支
援
）・
延
べ
９
隊
30
名

〔
福
島
県
〕３
月
26
日
〜
４
月
６
日（
救

急
搬
送
・
後
方
支
援
）・
延
べ
９
隊
21
名

職
員
の
派
遣

　

茨
城
県
高
萩
市
と
友
好
都
市
関
係
に

あ
る
飯
能
市
の
依
頼
で
、高
萩
市
へ「
り

災
家
屋
調
査
」を
行
う
職
員
を
派
遣
。

〔
第
１
回
〕４
月
５
日
〜
15
日
・
２
名

〔
第
２
回
〕４
月
18
日
〜
23
日
・
１
名

保
健
師
の
派
遣

　

福
島
県
か
ら
の
要
請
で
、浪
江
町
民

が
避
難
し
て
い
る
猪
苗
代
町
と
二
本
松

市
へ
健
康
相
談
業
務
な
ど
を
行
う
保
健

師
を
派
遣
。

派
遣
期
間
５
月
23
日
〜
７
月
23
日
・
延

べ
９
名

支
援
物
資
の
受
け
入
れ
と
提
供

　

狭
山
青
年
会
議
所
、自
治
会
連
合
会
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、支
援
物
資
の
受

け
入
れ
と
分
類
仕
分
け
を
行
い
、青
年

会
議
所
の
ル
ー
ト
で
被
災
地
へ
搬
送
す

る
と
と
も
に
、狭
山
市
へ
の
避
難
世
帯
に

布
団
な
ど
一
部
物
資
を
提
供
。同
時
に
、

市
内
企
業
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
や
菓
子
類
な
ど
も
被
災
地
へ
搬
送
。

受
付
期
間
３
月
22
日
〜
25
日　

搬
送
物

資
食
料
品（
米
４
６
６
㎏
・
水
３
９
１

点
な
ど
４
千
７
６
５
点
）、生
活
必
需

品（
布
団
３
８
１
枚
・
オ
ム
ツ
類
４
万
３

千
32
枚
・
タ
オ
ル
類
１
万
２
千
９
５
６

枚
な
ど
11
万
２
千
58
点
）、復
興
作
業
物

資（
マ
ス
ク
２
万
９
３
３
枚
・
軍
手
２
千

２
２
９
組
・
工
具
一
式
な
ど
２
万
３
千

３
１
６
点
）、乾
電
池
２
８
９
個
／
計
14

万
４
２
８
点　

搬
送
先
岩
手
県
大
船
渡

市
・
宮
城
県
気
仙
沼
市
、福
島
県
・
茨
城

県
の
被
災
地
な
ど

自
転
車
50
台
を
提
供

　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
で

連
携
を
図
っ
て
い
る
宮
城
県
東
松
島
市

議
会
か
ら
本
市
議
会
に
依
頼
が
あ
り
、

埼
玉
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
協
同
組
合

狭
山
支
部
と
市
内
企
業
の
輸
送
協
力
を

得
て
、６
月
16
日
に
同
市
へ
修
繕
し
た

放
置
自
転
車
50
台
を
搬
送
。

市
備
蓄
品
の
提
供

　

埼
玉
県
を
通
じ
て
市
備
蓄
品
を
提
供
。

搬
送
物
資
下
着
３
０
０
枚
、紙
お
む
つ

２
千
４
０
０
枚
、生
理
用
品
１
万
３
千

６
０
８
枚

被
災
世
帯
の
受
け
入
れ
と
住
宅
支
援

　

福
島
県
以
北
で
住
宅
を
喪
失
か
原
発

事
故
で
被
災
し
た
世
帯
に
対
し
、埼
玉
県

宅
建
協
会
彩
西
支
部
を
通
じ
て
賃
貸
住

宅
を
紹
介
し
、家
賃
を
６
か
月
補
助（
期

間
の
延
長
を
調
整
中
）。６
月
30
日
現

在
、80
世
帯
２
９
２
名
が
入
居
中
。

被
災
者
へ
の
公
営
住
宅
募
集（
終
了
）

　

市
営
住
宅
３
戸（
家
賃
無
料
）。

震
災
へ
の
備
え
・
節
電
を
考
え
る

震
災
に
対
す
る
狭
山
市
の
対
応

　

３
月
11
日
㈮
、東
日
本
太
平
洋
沖
を
震
源
と
し
た
大
地
震
は
、各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
影
響
は
、現
在
も
余
震
・
放
射
線
・
停
電
と
い
う
形
で
、遠
く
離
れ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
課
題
に
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
ま
す
。

県内から派遣された消防職員
とともに活動（陸前高田市）

旧狭山台北小学校体育館で行
われた支援物資の仕分け作業
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受
け
入
れ
被
災
世
帯
の
相
談
受
付

　

受
け
入
れ
世
帯
を
保
健
師
や
職
員
な

ど
が
訪
問
し
た
り
、自
治
会
や
民
生
委

員
が
支
援
。

被
災
世
帯
の
智
光
山
荘
で
宿
泊
支
援

　

一
時
避
難
場
所
と
し
て
智
光
山
荘
を

確
保（
５
部
屋
25
名
分
）し
、２
世
帯
５

名
の
方
の
宿
泊
費
を
補
助
。

学
校
の
対
応

① 

各
中
学
校
の
生
徒
会
が
中
心
と
な

り
、義
援
金
を
集
め
て
赤
十
字
な
ど

へ
送
金

② 

保
護
者
な
ど
の
協
力
で
ラ
ン
ド
セ

ル
や
制
服
な
ど
、小
中
学
校
の
教
職

員
の
カ
ン
パ
で
学
用
品
な
ど
を
転

入
児
童
・
生
徒
に
配
布

③ 

県
教
育
委
員
会
か
ら
配
布
さ
れ
た

学
用
品
を
転
入
児
童
・
生
徒
に
配
布

避
難
者
へ
の
見
舞
金
の
交
付

　

市
民
・
団
体
・
企
業
か
ら
の
寄
附
金（
６

月
30
日
現
在
、９
６
８
万
７
千
８
４
８

円
）を
活
用
し
、避
難
者
支
援
住
宅
の
入

居
者
や
親
類
宅
な
ど
へ
の
自
主
避
難
者

で「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」に
登

録
さ
れ
た
方
々
に
、一
世
帯
３
万
円（
単

身
は
１
万
円
）の
お
見
舞
金
を
交
付
。

市
内
公
共
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置

　

19
か
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
。（
６
月

30
日
現
在
、７
０
１
万
９
千
７
１
３
円
）

市
職
員
の
義
援
金　

１
５
０
万
円

計
画
停
電
へ
の
対
応

① 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
情
報
を
周
知

② 

学
校
給
食
の
内
容
を
一
部
変
更

③ 

公
共
施
設
の
貸
室
時
間
や
諸
証
明

の
発
行
時
間
を
停
電
の
実
施
状
況

に
よ
り
短
縮
。４
月
以
降
の
業
務

は
、状
況
を
踏
ま
え
て
対
応

④ 

ナ
イ
タ
ー
施
設
の
夜
間
利
用
を
９

月
30
日
ま
で
中
止

飲
料
水
の
確
保

　

乳
児
向
け
に
飲
料
水
を
確
保
。

確
保
量
８
千
９
２
８
ℓ（
５
０
０
ml
・
４

千
８
０
０
本
、２
ℓ
・
３
千
２
６
４
本
）

放
射
線
量
・
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定

① 

６
月
15・16
日
、市
内
の
全
市
立
小・中

学
校
、市
立
幼
稚
園・
保
育
所
や
市
営

プ
ー
ル
な
ど
43
か
所
で
空
間
放
射
線

量
を
測
定
。い
ず
れ
も
国
の
基
準
値

以
下
で
、日
常
生
活
に
影
響
の
な
い
値

② 
６
月
24
日
、小
学
校
の
屋
外
プ
ー
ル
５

か
所（
東
西
南
北
４
か
所
、中
央
１
か

所
）の
放
射
性
ヨ
ウ
素
と
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
を
測
定
。い
ず
れ
も
不
検
出

※
今
後
も
適
宜
測
定
を
実
施
予
定

そ
の
他

① 

狭
山
新
茶
と
花
い
っ
ぱ
い
ま
つ
り

の
代
替
え
と
し
て
、被
災
地
へ
の
新

茶
届
出
事
業
を
５
月
27
日
に
実
施
。

今
後
、地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
事

業
は
、被
災
地
支
援
を
考
慮
し
な
が

ら
原
則
実
施

② 

国
旗
・
市
旗
の
半
旗
掲
揚（
３
月
23

日
〜
29
日
）

③ 

博
物
館
と
こ
ど
も
動
物
園
の
入
場
料

を
、被
災
者
は
４
月
29
日
か
ら
無
料

税
金
の
減
免
な
ど

　

税
務
署
で
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、

所
得
税
が
減
免
・
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、源
泉
所
得
税
の
徴
収

猶
予
や
還
付
、廃
車
と
な
っ
た
自
動
車

の
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例

も
あ
り
ま
す
。個
人
住
民
税
は
、所
得
税

と
同
様
に
平
成
23
年
度
か
ら
控
除
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
住
宅
に

住
め
な
く
な
っ
た
場
合
、引
き
続
き
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。固
定
資
産
税
は
、

住
宅
用
地
な
ど
に
関
す
る
特
例
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
▼
所
得
税
・
自
動
車
重
量
税
…

所
沢
税
務
署
へ
☎
２
９
９
３
‐
９
１
１

１ 

▼
住
民
税
…
市
民
税
課
へ
内
線
１

０
９
５
▼
固
定
資
産
税
…
資
産
税
課
へ

内
線
１
１
２
２

無
料
相
談
会
を
開
催

　

無
料
電
話
相
談（
☎
０
１
２
０
‐
８
５

４
‐
２
３
３
）を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

川
越
の
弁
護
士
会
館
で
の
無
料
相
談
、お

近
く
の
法
律
事
務
所
で
の
無
料
相
談
、

避
難
所
な
ど
で
の
無
料
相
談
を
実
施
中

で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
埼
玉
弁
護
士
会
川
越
支
部
へ
☎

０
４
９
‐
２
２
５
‐
４
２
７
９

「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」の
登
録

　
「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」に
登

録
す
る
た
め
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。こ
の
登
録
を
す
る
こ
と
で
、避
難

者
の
所
在
地
な
ど
を
確
認
し
、今
後
の

各
種
給
付
の
連
絡
、国
民
健
康
保
険
証

の
再
発
行
、税
や
保
険
料
の
減
免
・
猶

予
・
期
限
延
長
の
通
知
な
ど
の
お
知
ら

せ
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、届
出
に
あ
た
っ
て
、お
持
ち
の

方
は
運
転
免
許
証
な
ど
、本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
被
災
者
受
入
対
応
チ
ー
ム
へ
内

線
１
０
１
０

上
下
水
道
料
金
の
減
免

　

被
災
者
と
被
災
者
を
受
け
入
れ
た
一

般
世
帯
を
対
象
に
、水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
を
減
免
し
ま
す
。

対
象
狭
山
市
や
県
の
被
災
者
支
援
住
宅

な
ど
に
入
居
し
て
い
る
世
帯
の
代
表
者

か
、被
災
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
一
般
世
帯
の
代
表
者　

内
容
被
災

者
支
援
住
宅
な
ど
の
入
居
者
は
免
除
、

一
般
世
帯
へ
の
入
居
者
は
減
額（
従
量

料
金
か
ら
被
災
者
一
人
に
つ
き
一
月
あ

た
り
９
㎥
分
を
減
額
）　

減
免
期
間
検

針
月
で
７
月
〜
24
年
４
月　

問
合
せ
料

金
課
へ
内
線
２
３
１
６

震
災
で
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ




